
 

 

み固められた箇所」です。降

雪時には、雪が積もったまま

にならないようにする必要

があります。把握しておいた

危険箇所について、除雪や凍

結防止対策（融雪剤や砂の散

布等）を行うことで、転倒の

リスクを減らすことが可能

となります。必要な用具は早

めに確保しておくとともに、

除雪作業等を行う場合の墜

落・転落、転倒、はさまれ・

巻き込まれ災害等の危険性

も事前に特定しておきまし

ょう。 

◆従業員の安全意識も大切 

 冬の転倒災害は、従業員の

意識によっても回避するこ

とができます。水濡れをその

ままにしておくことが凍結

に、ひいては転倒事故につな

がりますから、４Ｓ（整理・

整頓・清掃・清潔）を徹底し、

水濡れはすぐに拭くように

意識づけしておきましょう。

また、滑りにくい靴を履く、

時間に余裕を持った行動を

心がけ小さな歩幅でゆっく

りと歩く、転倒時の怪我を軽

減するために両手はあけて

おくなど、「冬の歩き方」につ

いて注意喚起するのも有効

です。 

 事業所全体の安全に対す

る意識を向上させることに

より、冬の労災事故の防止に

努めましょう。 

冬の節電要請が始まりました 
 

◆冬の節電要請は７年ぶり 

今冬の電力需給は、全国で

瞬間的な需要変動に対応す

るために必要とされる予備

率３％以上を確保している

ものの、厳しい状況です。加

えて、ロシアのウクライナ侵

攻の影響により、エネルギー

の安定した調達に懸念があ

る状況が続いています。 

このため政府は、12月１日

から来年３月 31 日までの４

か月間、節電要請を行うこと

を発表しました。冬の節電要

請は 2015年以来７年ぶりで、

全国の家庭や企業に無理の

ない範囲での協力を求め、数

値目標を設けないとしてい

ます。 

 

◆オフィスでの省エネ・節電

の取組みは？ 

資源エネルギー庁は、事業

者向けのリーフレットで「全

オフィスで消費電力の１％

を節電すると、毎日、家庭約

10 万世帯が消費する電力と

同程度のエネルギーが削減

できる」として、以下の取組

みを紹介しています。 

・可能な範囲で執務室や店舗

エリアの照明を間引きする 

・長時間離れるときは、ＯＡ

機器の電源を切るか、スタン

バイモードにする 

・使用していないエリア（会

議室、休憩室、廊下等）は、

空調を停止する 

・重ね着をするなどして、無

理のない範囲で空調の設定温

度を下げる など 

 

◆節電プログラムとは？ 

さらに政府は、省エネ・節

電の促進のため節電プログラ

ムを８月から実施していま

す。節電プログラムは、家庭

や企業が小売電気事業者の節

電プログラムに参加（12月 31

日までに登録が必要）し、一

定の電力使用量を削減した場

合に特典としてポイントが得

られる仕組みとなっていま

す。 

また、小売電気事業者は、

節電プログラムの一例とし

て、スマートフォンなどを活

用して電力の需要状況に応じ

たタイムリーな節電要請を行

う「ディマンド・リスポンス」

を実施しています。 

資源エネルギー庁の発表に

よると、最も電力需要が高ま

る来年１月の予備率は東北・

東京エリアで 4.1％となる見

通しです。これから一層寒さ

が厳しくなりますが、無理の

ない程度に節電を心がけるこ

とが必要です。 

 

 

 

 

す。また、賃金の改定状況

をみると、１人平均賃金の

改定額は 5,534円（前年

4,694円）、１人平均賃金の

改定率は 1.9％（同 1.6％）

でした。 

(注)１人平均賃金とは、所

定内賃金（諸手当等を含

むが、時間外・休日手当

や深夜手当等の割増手

当、慶弔手当等の特別手

当を含まない）の１か月

１人当たりの平均額をい

います。 

 

◆業績を踏まえつつ、労働

力の確保を 

 調査では、賃金改定の決

定時に重視した要素とし

て、「会社の業績」

（40％）、次いで「労働力

の確保・定着」（11.9％）

が挙げられています。業界

内・他企業の動向も踏まえ

つつ、賃上げ要請に対する

自社の戦略を立てていくこ

とが必要となるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

「冬期型災害」に 

気をつけよう！ 

冬の転倒災害対策 
 

◆冬は労働災害が多発する

季節 

 冬期は、凍結による転倒、

自動車のスリップや視界不

良による交通事故、除雪・雪

おろし作業に伴う墜落・転

落・腰痛、暖房器具等による

一酸化炭素中毒など、特有の

労働災害（冬期型災害）の発

生が懸念されます。特に転倒

災害が多発するために、冬は

労働災害が最も多く発生す

る季節といわれていますか

ら、寒さが厳しくなる前に、

対策を講じておきたいもの

です。 

◆事業場で取り組む転倒 

災害対策 

 まずは、職場巡視等を行っ

て、事業所内の危険箇所を把

握・特定しましょう。 

 凍結が起こりやすいのは、

駐車場、屋外通路、建物出入

口です。このような箇所に

は、表示などを行って危険を

「見える化」するとともに、

たとえば雪や水分を拭き取

るためのマットを設置する

など、対策を講じます。 

 特に危険なのは、「雪が踏

賃金引上げ等の実態に関す

る調査結果が公表されました 
 

◆「賃金引上げ等の実態に

関する調査」 

 厚生労働省は、令和４年

「賃金引上げ等の実態に関

する調査」の結果を公表し

ました。この調査は、全国

の民間企業における賃金の

改定額、改定率、改定方法

などを明らかにすることを

目的に、例年７月から８月

にかけて行われています。

調査の対象は、常用労働者

100人以上を雇用する会社組

織の民営企業で、令和４年

は 3,646社を抽出して調査

を行い、2,020社から有効回

答を得ています。 

 

◆賃金を引き上げる企業が

85.7％ 

 令和４年中における賃金

改定の実施状況をみると、

１人平均賃金（注）を引き

上げた・引き上げる企業の

割合は 85.7％（前年

80.7％）となり、３年ぶり

の増加となりました。産業

別にみると、「学術研究、

専門・技術サービス業」が

95.7％、次いで「建設業」

が 95.4％と高くなっていま
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